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１.はじめに	 
	 ニュースは報道元によって内容の差異が大き

く，内容も多様性に富んでいる．そのため，ユ

ーザはニュース報道を比較しつつ出来事を理解

することが重要である．ニュースの理解を支援

するため，多様性に着目したニュースの分析手

法やシステムは多く提案されている[1],[2]．	 

	 我々は，ニュース記事に対する人物・組織・

地域などの Named Entity に着目したニュースの
差異分析手法ついて研究開発を行っている．先

行研究[2]では，我々はニュース記事間の差を４

つの尺度（関連度，発散度，擁護度の差，詳細

の差）で定義し，その定量分析と比較記事のラ

ンキング手法を提案している．本研究ではこれ

らの手法を拡張し，ユーザの閲覧履歴を考慮し

て，現在閲覧中の記事に対する差分の最も大き

い記事を，関連度と組み合わせた３つの視点

（発散度，擁護度の差，詳細の差）から推薦す

る．そして，提案システムをニュースアプリと

して開発する．さらに，先行研究[2]	 の有効性

を大規模な実験によって示す予定である．	 

	 

２．提案システム	 
	 我々の提案するニュース閲覧システムは，ニ

ュースのより多様な視点を効率的にユーザに与

えることを目的としている．	 	 

	 パソコンでのニュース閲覧は多く時間を割け

るため，興味のある記事に対しては検索やリン

クを辿るといった方法で読み比べがしやすい．

一方，スマートフォンでのニュース閲覧は移動

中のような時間の無い場面で行うことが多く，

能動的に関連記事を検索して閲覧を行うことは

少ない．また，スマートニュースなどのニュー

スアプリがよく利用されるが，１トピック１記

事しか提示されず，多様なニュース報道に効率

よくアクセスできない場合がある．	 

そこで，本研究では様々な関連記事を効率よく

アクセスできる，スマートフォン上の多様性指	 

向のニュース閲覧システムを開発する．	 

	 

	 

	 

	 

	 図１に示されているように，提案システムの

システム構成は（１）記事の収集，（２）記事

の差異分析，（３）提示と（４）閲覧履歴を考

慮した記事の推薦の４つの部分から構成される．	 

2.1	 記事の収集	 
	 提案システムにおいては，英語記事を対象と

し，記事を Google News（https://news.google.co.jp）
から収集する．各トップ記事と，その記事の

Realtime Coverageから関連記事を収集する．これ
らの記事は提案システムの入力とする．	 

2.2	 記事の差異分析	 
	 先行研究	 [2]	 の手法を拡張し，トップ記事と

その関連記事の差異を以下の三つの尺度（発散

度・擁護度の差・詳細の差）を用いて分析する．	 	 

	 発散度は記事間での視点違いの程度を表す尺

度，擁護度の差は Named Entity に対する記事間
の感情の差を示す．また，詳細の差は Named 
Entity に対する詳しさの記事間での差を示す．先
行研究[2]で示された結果を用いて，記事間の関

連性を示す関連度と組み合わせた発散度・擁護

度の差，単独で計算した詳細の差の３つの尺度

から記事間の差を計算する．	 

2.3	 提示	 

	 提案システムはトップ記事表示画面と詳細記

事表示画面の２つの画面から構成される．イン

ターフェースの例を図２に表す． 
	 トップ記事表示画面では Google Newsから収集
したトップ記事をカテゴリ毎にまとめ，サムネ

イルと見出し，概要を列挙する．各記事を選択
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図	 1	 システム構成	 
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することで記事の詳細表示画面へ遷移する．	 

	 詳細表示画面では選択された記事のリンク先

を表示する．画面内の「異議あり」「ワイドア

ングル」「深読み」の３つのボタンが，それぞ

れ擁護度の差，発散度，詳細の差に対応してい

る．ボタンを選択すると現在閲覧中の元記事の

関連記事集合のうち，対応する尺度の値が最も

大きい記事を表示する．	 

2.4	 閲覧履歴を考慮した記事の推薦	 

	 トップ記事に対する差分のみから各尺度にお

ける記事を表示する場合，遷移した記事から得

られる情報の量が小さくなる可能性がある．例

えば，「異議あり」と「ワイドアングル」が全

く同じ記事であった場合，ユーザは各ボタンか

ら遷移をしてもニュースの多様な視点を得られ

ない．本研究ではこの問題に対してユーザの閲

覧履歴を考慮して各尺度の値を更新することで

関連記事の再ランキングを行う．	 

	 記事から得られる多様性を向上させるには，

閲覧した記事それぞれから見た尺度の値が最も

大きな記事を得られればよい．トップ記事𝑜の関
連記事集合𝐴に対して，ユーザの閲覧履歴𝐻!   
（𝐻! ⊂ 𝐴）を考える．記事𝑏（𝑏 ∈ {𝐴 − 𝐻!}）の各
尺度の値up_def 𝑏,𝐻! を以下の式で更新する．	 

up_def 𝑏,𝐻! =
1
𝐻!

def  (𝑏, ℎ!)
!∈!!

   	   
(1)  

ただし，def  (𝑏, ℎ!)は記事ℎ!から見た記事𝑏の各尺
度の値である．また，|𝐻!|は閲覧した記事の個数
である．この方法では記事ℎ!!!を閲覧する度に
def  (𝑏, ℎ!!!)が計算されるため，記事数が多い場
合には特に計算量が大きくなる．  この問題に関
して，記事集合𝐴 − 𝐻!に対して計算する記事数を
絞ることで対処を行う．直感的に，トップ記事

との計算においてランキング下位にある記事は，

履歴によるランキングの更新後も下位にあると

考えられる．この仮説が成り立つならば，ラン

キング下位の記事の計算を省くことが出来る．

この仮説を確かめるために予備実験を行った．  
	 Google   Newsから収集した同じニュースイベン
トの記事０から１５の計１６記事に対して，履

歴を考慮した発散度の計算を行った．閲覧記事

の選択をランダムに６回行い，選択する度に(1)
式に基づきランキングを更新した．各選択によ

り更新されたランキング上位８件を表１に示す．    
	 表１より，履歴の増加によるランキング上位

での大きな変化は見られなかった．従って，ラ

ンキングに関する仮説が限定的に成り立つこと

が推測される．  
  
３．実験計画      
	 我々はクラウドソーシングによる差異分析の

評価と提案システムのユーザビリティ評価を行

う予定である．  
	 差異分析の評価に関して，ニュース記事は

Google News US版の Top Storiesのうち，２０１
４年６月１７日から６月２４日までの４０ニュ

ースイベントに対して Realtime Coverage から収
集した記事を用いる．これらから元記事を１記

事，関連記事を平均１５記事選択する．被験者

はアメリカ人に限定し，ニュース比較のタスク

を提示する．被験者は，まず，元記事と関連記

事を読む．次に，元記事と関連記事を比較し，

先行研究[2]で定義された４つの指標の強さを５
段階で評価する．このタスクを１ニュースイベ

ントに対して１０名ずつでの評価を行う．各タ

スクの所用時間は１分辺り２５０〜３００単語

として記事の単語数から設定する．    
	 ユーザビリティ評価は，多様性を考慮したニ

ュースの理解を主眼に調査する予定である．    
  
４．まとめと今後の課題   
	 我々は，本稿で先行研究[2]を用いたニュース
閲覧システムと，閲覧履歴を考慮した再ランキ

ングの手法を提案した．今後は計画中の２つの

評価と，ランキングに関する仮説を数学的な証

明を行い，システムに反映させたい．  
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表	 1	 	 記事の遷移によるランキングの変化 

順位 初期値 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 
1 記事 3	 記事 3	 記事 3	 記事 3	 記事 3	 記事 3	 記事 3	 

2 記事 10	 記事 1	 記事 1	 記事 1	 記事 1	 記事 1	 記事 1	 

3 記事 1	 記事 5	 記事 2	 記事 2	 記事 2	 記事 4	 記事 4	 

4 記事 5	 記事 2	 記事 4	 記事 4	 記事 4	 記事 12	 記事 12	 

5 記事 4	 記事 4	 記事 12	 記事 12	 記事 12	 記事 11	 記事 11	 

6 記事 2	 記事 12	 記事 15	 記事 15	 記事 11	 記事 7	 記事 7	 

7 記事 12	 記事 15	 記事 11	 記事 11	 記事 7	 記事 8	 記事 8	 

8 記事 15	 記事 11	 記事 13	 記事 7	 記事 8	 記事 6	 記事 14	 

図 2	 トップ記事表示画面と詳細表示画面  
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